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職名 氏名 生年月日 担当科目 学歴 出身 就任年月日
校長 加藤彰廉 1862年1月26日 東京帝大文学士 愛媛 1923年3月3日
教授 佐伯光雄 不明 商業学 山口高商 愛媛 1923年4月1日
同 渡部善次郎 1878年4月6日 英語 早稲田・エール大 愛媛 1923年4月1日
同 西依六八 1882年 商品学 京都帝大理学士 佐賀 1923年4月6日
同 田中忠夫 1898年4月13日 経済学 東京帝大経済学士 岡山 1923年4月6日
同 古川洋三 1898年7月12日 留学中 関西学院高商部 愛媛 1923年4月×日
同 河内富次郎 不明 英語 フランク大学 岡山 1924年4月1日
同 一柳学俊 不明 法律 京都帝大文学・法学士 愛知 1924年4月9日
同 村川 澄 1898年8月17日 法律 早稲田大学法学士 山口 1925年3月31日





































































































































































































24 松山大学論集 第30巻 第4－1号
労働権（Das Recht auf Arbeit），或は又相当の労働時間を要求し，障害疾
病に対する保護を求むる等所謂労働者唯一の経済資本なる労働力の維持の















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































48 松山大学論集 第30巻 第4－1号
にして行くべきものであり，従って権利の有する内容と社会的基礎とを
全く度外視して，権利を単に権利として主張した十九世紀のローマ法的法





















































50 松山大学論集 第30巻 第4－1号
7月中旬，星野通は東京に行き，生徒のために就職運動をしている。他の教
授陣も同様である。87）
『松山高商新聞』は教授に夏休み中の過ごし方について聞いている。星野通
は「七月中旬に上京，月末まで滞在。八月の暑き盛りは家で昼寝と読書，時々
は子供と海へでも行きたいと考へています」88）などと答えている。
（続く）
86）『松山高商新聞』第96号，昭和9年7月13日。
87）同。
88）同。
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